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1. 授業の概要（ねらい）
　日本語の歴史に関する基本的知識を身につけることを目的とする。同じ日本語といっても古典文学作品にみられる過去
の日本語と現代日本語との間には、大きな隔たりがある。その一方、日本語の歴史的言語事例が現代においてみられるこ
とがある。例えば、有名なアニメのタイトル『眠れる森の美女』は、眠ることができる森の美女という意味ではない。このタイ
トルには日本語の歴史的な問題が含まれているのだ。
　私たちが中学・高校で習う古典では、｢かは｣と表記するのに何故発音は｢kawa｣と読むのか。これも日本語の歴史的
観点から説明できる。
　この授業では、「言葉は変化する」という言語変化の観点から、過去の日本語と現代日本語の違いについて、各言語事
例を基に説明していく。
　なお、受講を希望する学生の中には、古典文法が苦手であるとか、古典文学作品に興味はあるけれど難しくて読めない
という人も多いことだろう。この授業では、まず現代日本語の事例を提示し、古典文学で描かれた過去の日本語とどこが
違うのかという観点で授業を進める。そのため、古典文学や文法の知識が殆ど無くとも、授業内容の理解に支障がないよ
うになっている。

2. 授業の到達目標
　日本語を通して言語変化の要因を探る。「過去の日本語と現代日本語は、どう違うのか」日本語の歴史的な流れを理解
し、説明できる。

3. 成績評価の方法および基準
　出席（40％）・テスト（50％）・授業時のレポート（10％）

4. 教科書・参考文献
教科書
　授業ではプリントを配布する。

5. 準備学修の内容
　授業内容について、自分のことばで説明できるようにする。

6. その他履修上の注意事項
　古典文法に関する知識は特に要求しない。
　授業内で感想・現在気になっている言葉などコメントを書いてもらうことがある。

7. 授業内容
【第１回】 　ガイダンス
【第２回】 　文字の歴史①
【第３回】 　文字の歴史②
【第４回】 　文字の歴史③
【第５回】 　音の歴史①
【第６回】 　音の歴史②
【第７回】 　音の歴史③
【第８回】 　音の歴史④
【第９回】 　文法の歴史①
【第10回】 　文法の歴史②
【第11回】 　文法の歴史③
【第12回】 　文法の歴史④
【第13回】 　世界と日本語①　海を渡った漂流民大黒屋光太夫
【第14回】 　世界と日本語②　海を渡った漂流民大黒屋光太夫
【第15回】 　まとめ


